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アウトライン

• 「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」＆
「主体性等」

• 多面的・総合的な入学者選抜の難しさ

• 大阪大学における多面的・総合的評価による
入学者選抜実現に向けての研究開発の紹介

• 調査書から分かること

• 多面的・総合的評価とは・・・？
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「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」＆「主体
性等」
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「学校教育法」

第四章 小学校

(平一九法九六・旧第二章繰下)

第二十九条 小学校は、心身の発達に応じて、義務教育として
行われる普通教育のうち基礎的なものを施すことを目的とする。

(平一九法九六・旧第十七条繰下・一部改正)

第三十条 小学校における教育は、前条に規定する目的を実
現するために必要な程度において第二十一条各号に掲げる目
標を達成するよう行われるものとする。

② 前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤が培
われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これ
らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表
現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を
養うことに、特に意を用いなければならない。

3中学校、高等学校に準用CHEGA©川嶋太津夫



「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」H28.12.12

• ①「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」
• 各教科等において習得する知識や技能であるが、個別の事実的な知識

のみを指すものではなく、それらが相互に関連付けられ、さらに社会の中
で生きて働く知識となる

• ②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力等」の育成）」

• 将来の予測が困難な社会の中でも、未来を切り拓ひらいていくために必
要な思考力・判断力・表現力等である。思考・判断・表現の過程には、大
きく分類して以下の三つがあると考えられる。

• 物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、
解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次
の問題発見・解決につなげていく過程

• 精査した情報を基に自分の考えを形成し、文章や発話によって表現した
り、目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え合い、多様な
考えを理解したり、集団としての考えを形成したりしていく過程

• 思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程
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探究活動
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• ③「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や
社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」

• 前述の①及び②の資質・能力を、どのような方向性で働かせていくかを決

定付ける重要な要素であり、以下のような情意や態度等に関わる
ものが含まれる。こうした情意や態度等を育んでいくためには、体験活動
も含め、社会や世界との関わりの中で、学んだことの意義を実感できるよ
うな学習活動を充実させていくことが重要となる。

• 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や
行動を統制する能力、自らの思考の過程等を客観的に捉える力など、い
わゆる「メタ認知」に関するもの。一人一人が幸福な人生を自ら創り出して
いくためには、情意面や態度面について、自己の感情や行動を統制する
力や、よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度等を育むことが
求められる。こうした力は、将来における社会的な不適応を予防し保護要
因を高め、社会を生き抜く力につながるという観点からも重要である。

• 多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力、持続可能な
社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや
思いやりなど、人間性等に関するもの。
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主体性等の多元性（能力と資質の混在※）

• 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力

• 自己の感情や行動を統制する能力

• 自らの思考の過程等を客観的に捉える力

• よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度

• 多様性を尊重する態度

• 協働する力

• 持続可能な社会づくりに向けた態度

• リーダーシップやチームワーク

• 感性、優しさや思いやりなど、人間性

6

※「一般に能力は，教育や環境などの後天的要因と素質的･生得的要因の複合の結果，個人の中に形成されるものである。
これに対して，生得的素質によって規定されている個人の潜在的可能性を性能または資質capacityという」
『世界大百科事典第２版』平凡社

能力：客観的な評価が可能（できる、できない）

資質：客観的な評価が難しい
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主体性等と探究活動
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主体性等評価

探究活動

主体的探究活動

探究活動

部活、大会等

主体的部活、大会
等

部活、大会等

背
景
情
報
が
必
要

(SSH/SGH/

全
国
大
会
常
連
校
等
）

大学は何
を評価する

のか？AP
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入学者選抜の原則
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Ｄ ＰＤ Ｐ
育成する人材像

獲得を目指す学習成果

Ｃ ＰＣ Ｐ
学習成果獲得のための方略（工程表）

学習内容・学習方法・学習成果の評価法

AP
入学者受入方針

求める人材像

CPに基づいて履修するため
に入学時に求める学習成果

（学力の３要素）
“College Readiness”

選抜方法
学力の３要素を評価するた

めの方法・ツール

（共通テスト、小論文、面接
等）

選抜基準
評価の観点と比重

CHEGA©川嶋太津夫
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多面的・総合的な入学者選抜の難しさ
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コンピテンシーの「氷山モデル」※
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認知的特性

非認知的特性（除く属性）

見える

見えにくい

※スペンサー＆スペンサー
（２０１１）『コンピテンシーマ
ネジメントの展開』生産性出
版

渡部信一編（２０１７）『教育
現場の「コンピテンシー評
価』ナカニシヤ出版

客観的評価
が可能

客観的評価
が困難

https://jp.freepik.com/free-photos-vectors/iceberg

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性を持って多様な
人々と協働する態度

教
科
学
力
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学力の３要素と入試方式（現行）
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知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性を持って多様な
人々と協働する態度

一般入試

推薦入試
AO入試

個別学力試験

センター試験

小論文
志望理由書
推薦書
面接等

https://jp.freepik.com/free-photos-vectors/iceberg
CHEGA©川嶋太津夫



志願者の「全体」を評価

12

知識・技能

思考力・判断力・表現力

関心・態度・価値観・
意欲・経験・属性

多
面
的
・
総
合
的
評
価

認
知
的
特
性

認
知
的
特
性

非
認
知
的
特
性

大学のミッションと
アドミッション・ポリシー

CHEGA©川嶋太津夫

一般選抜
総合型選抜
学校推薦型選抜



評価のScience & Art

＜見える能力の評価(Science)＞

• 調査書（評定、評定平均）

• 大学入学共通テスト得点

• 個別学力試験得点

• 英語４技能検定・資格試験
成績

＜見えにくい資質等の評価(Art)＞

• 志望理由書

• 活動報告書

• 推薦書

• 調査書（所見欄）

• 面接

13

数字を読む 声を聴く

客観的 主観的

CHEGA©川嶋太津夫

一般選抜で可能か？



一般選抜の評価方法

14
リベルタス・コンサルティング「２０２１年度入学者選抜に向けた各大学の検討状況に関する調査研究」p43
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一般選抜における「主体性等」評価

15
リベルタス・コンサルティング「２０２１年度入学者選抜に向けた各大学の検討状況に関する調査研究」p77
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大阪大学における多面的・総合的評価による
入学者選抜実現に向けての研究開発の紹介
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現状と課題
アドミッション・ポリ

シー

・形式的で、AP－CP－DPの
整合性が欠如

・ APの妥当性を検証し、改善に
つなげる汎用的モデル・アル
ゴリズムが存在しない

アドミッション・ポリ
シー

・形式的で、AP－CP－DPの
整合性が欠如

・ APの妥当性を検証し、改善に
つなげる汎用的モデル・アル
ゴリズムが存在しない

個別入試

・「（基礎）学力不問」と「暗
記学力重視」に二極化

・多面的・総合的評価法が未整
備

・専門的職員（アドミッショ
ン・
オフィサー）が不在

個別入試

・「（基礎）学力不問」と「暗
記学力重視」に二極化

・多面的・総合的評価法が未整
備

・専門的職員（アドミッショ
ン・
オフィサー）が不在高校教育

・多様化の進展

・「質保証」が不十分

・多様な高校教育を理解するた
めの包括的な情報基盤が不在

高校教育

・多様化の進展

・「質保証」が不十分

・多様な高校教育を理解するた
めの包括的な情報基盤が不在

大学への出願

・紙ベース、郵送が基本

・大学によって様式、項目等が
異なり統一化されていない

・証拠となる情報（検定・資
格・
実績等）の確認が煩雑

大学への出願

・紙ベース、郵送が基本

・大学によって様式、項目等が
異なり統一化されていない

・証拠となる情報（検定・資
格・
実績等）の確認が煩雑

多面的・総合的な評価への転換を図る入学者選抜改善システム構築(H28～R3年度)

高大接続
システム
の構築・
改善に寄
与

他大学へ
の提供

解決への道筋
評価法・モデルの開発

・多面的・総合的評価法の開
発

・アドミッション・ポリシー
の
妥当性を検証し、入学者選抜
を改善するアルゴリズム開発

評価法・モデルの開発

・多面的・総合的評価法の開
発

・アドミッション・ポリシー
の
妥当性を検証し、入学者選抜
を改善するアルゴリズム開発

専門的職員の育成

・入学者選抜業務を専門的に
担う人材の育成、そのための
育成プログラムの開発、公開

専門的職員の育成

・入学者選抜業務を専門的に
担う人材の育成、そのための
育成プログラムの開発、公開

高校ポートレートの構
築

・多様な高校、高校教育、高
校生の学習を、公正、客観的
に評価するための包括的な
データベースの構築

高校ポートレートの構
築

・多様な高校、高校教育、高
校生の学習を、公正、客観的
に評価するための包括的な
データベースの構築

eP型出願システム開発
・国内、国外を問わず円滑に
出願が可能で、かつ、高校情
報や生徒の学習成果を確認
できる「eポートフォリオ
型」のWEB出願ｼｽﾃﾑの開
発・運用

eP型出願システム開発
・国内、国外を問わず円滑に
出願が可能で、かつ、高校情
報や生徒の学習成果を確認
できる「eポートフォリオ
型」のWEB出願ｼｽﾃﾑの開
発・運用

e-Portfolio型
WEB出願システム

開発

高校ポートレート構築

クロス

アポイントメン
ト

出願

データ提供
分析・検証・改善

分析
情報
提供

・志望理由書
・探求課題報告書
・資格等証明書
・推薦書

入試改革の改善のみならず、
大学経営力の向上にも貢献

高校等

オレゴン大学
AAC&U

ソウル国立大学
(アドミッション・オフィス)

相互交流

活用

・多面的・総合的評価法の開
発
・ APの妥当性検証と改善

要
望

専門的職員(アドミッション・オフィサー)の育
成CHEGA©川嶋太津夫 17



Handai Admission Officer(HAO)
育成プログラムの様子
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入試を支える情報基盤システムの設計

CHEGA©川嶋太津夫 19

書類審査

面接等

合否決定

成績など

高校ポートレート
（データベース）

評価入力システムe-portfolio型
Web出願システ

ム

・志願者情報
・成績（評定点）
・活動履歴
・活動成果

入学者追跡
データベース
・GPA
・学生アンケート
など

評価分析システム

各種eポートフォリオ
システム等

入試方法等へ反映

入試情報の収集 入試の実施 入試結果の分析

・高校の概要
・許育理念・目標
・教育課程
・課外活動状況
・進路状況
等

多様な高校教育を補正する背景情報と
して活用し「公正」な総合評価を実施

教育改善に活用



評価の観点・基準（例）
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基礎学力
50点

適性30点
学習意欲

20点
教養
10点

デザイン力
10点

国際性
10点

・専門性の観点
から見て学部
で修学するに
あ た り 必 要 な
基礎学力や知
識 を 有 し て い
る

・物事の本質を
見 極 め る こ と
ができる

・問題解決のた
めに知識を活
用できる

・幅広い知識を
有している

・広い視野に立
ち柔軟に思考
することができ
る

･俯瞰的に思考
し 、 客 観 的 に
評価ができる

・問題を発見す
ることができる

・自由に発想す
ることができる

・解決の道筋を
つくることがで
きる

・自分の文化を
理解できる

・異なる文化を
理解できる

・文化を超えて
交流できる

・現在の状態に
満足せず、より
すぐれたもの、
より高いものを
目ざ し て努 力
する気持ちが
ある

・物事の意義・
本 質 な ど を さ
ぐ っ て 見 き わ
めようとする気
持ちがある

・自己の行為の
目的について
の明確な自覚
をもっている

CHEGA©川嶋太津夫
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ダミーサンプル

CHEGA©川嶋太津夫



評価入力システム「評価者画面」(例）

22

評価の入力
画面に進む

入力済みの得点を一覧で確認

合計・平均点も確認

CHEGA©川嶋太津夫



高校データベース①

CHEGA©川嶋太津夫 23

約２０００校分
大学通信より

約２０００校分
各学校WebページよりC

ダミーサンプル



高校データベース②

CHEGA©川嶋太津夫 24

本学に提出された調査書過去３年分868校

回帰直線

ダミーサンプル



調査書から分かること
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２０２０年度からの調査書

26

成績のトレンド
で学習意欲も

推測可能

CHEGA©川嶋太津夫
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教員による評価教員による評価

主体性
−１ ０ １

リーダーシップ
−１ ０ １

探究力
−１ ０ １

主体性
−１ ０ １

リーダーシップ
−１ ０ １

探究力
−１ ０ １

生徒ー教師と
いう関係性に
おける評価な
ので「客観的」
ではない※

※渡部信一編（２０１７）『教育現場の「コンピテンシー評価』ナカニシヤ出版
CHEGA©川嶋太津夫
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教員による評価教員による評価

主体性
−１ ０ １

リーダーシップ
−１ ０ １

探究力
−１ ０ １

主体性
−１ ０ １

リーダーシップ
−１ ０ １

探究力
−１ ０ １

CHEGA©川嶋太津夫



多面的・総合的評価とは・・・？
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多面的・総合的入試の哲学（個性と多様性）
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筆記試験は「公平」か？
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視覚 聴覚

読む・書く 身体

学力

4つの学習スタイル
CHEGA©川嶋太津夫



多面的・総合的評価とは？ ①

面接

志望理由書

推薦書

調査書（GPA）

テスト得点

33

1次選抜

丁
寧
な
評
価

CHEGA©川嶋太津夫



多面的・総合的評価とは？ ②

志願者

面接

２０％

調査書

（ＧＰＡ）

３０％

推薦書

１０％

テスト得点

３０％

志望理由
書

１０％

34CHEGA©川嶋太津夫



多面的・総合的評価とは？ ③

35

合格
Or

不合格

人が人を評価
することの是非

CHEGA©川嶋太津夫

志願
者

面接

調査書

（ＧＰＡ）

推薦書
テスト得

点

志望理
由書



ご清聴有難うございました

tatsuo314@chega.osaka-u.ac.jp
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「多面的・総合的な評価への転換を図る入学者選抜改善システムの構築（中間報告）」
https://chega.osaka-u.ac.jp/report/202004142467/
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